
 

 

◆会費の納入はお早めにお願いします 

 平素より学会活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
日本社会福祉学会の会期は 4 月 1 日より翌年 3 月末日までです。2019 年度の年会費をま

だお振込みいただいていない方は、至急お納めくださいますようお願いいたします。 
 また、2017 年度の年会費が未納の方は、2020 年 3 月 31 日までに未納分の年会費をお振込

みいただけない場合、3 年間の年会費滞納ということで、2019 年度末（2020 年 3 月 31 日）

をもって滞納退会となりますのでご注意ください。 
2018 年度の年会費が未納の方は、2020 年 3 月 31 日までに未納分の年会費をお振込みいた

だけない場合、2020 年 4 月以降に発行される『社会福祉学』の送付を一時停止させていただ

きます。会費のご納入が確認されましたら、学会誌を発送いたしますので、どうぞご了承く

ださい。 
これから納入される方で、銀行振込みによるご入金をお考えの方は、ご本人様確認のため、

お名前の前に会員番号を入力してください。また、大学等のご所属先を通じてお振込みをさ

れる場合は、ご所属先の経理担当者の方から、本学会にその旨をメールまたは FAX でご連絡

いただくようご依頼ください。 
 
◆登録情報更新のお願い 

 お引越しや所属先の異動等により登録情報に変更のあった方は、学会ホームページの会員

専用ページ「マイページ」より、以下の手続きが可能ですので、どうぞご活用ください。 
また、新年度を迎えるにあたり登録情報に変更のご予定がある方は、忘れずに登録情報変

更のお手続きを行ってくださいますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
◆メールアドレス登録のお願い 

本学会では会員の皆様への連絡手段としてメール配信を利用しています。メールアドレス

の登録をされていない方は、メールアドレスの登録にご協力くださいますようお願いいたし

ます。 
現在、メールアドレスを登録されていない方で、メールアドレスの登録にご協力いただけ

る方は、学会事務局＜office@jssw.jp＞までご連絡ください。 
また、会員専用ページ「マイページ」にログインされる際のパスワードをお忘れの場合、

会員番号と登録されたメールアドレスによりWEB上でパスワード照会が可能でございます。

ぜひ一度ご確認ください。 
 

日本社会福祉学会事務局から 

①登録内容の確認・変更、②パスワードの変更、③会費納入状況の確認、 

④会員名簿検索 



◆第 68 回秋季大会（於：東北福祉大学）での研究発表を検討されている皆様へ 

研究発表のお申し込みは、2020 年 4 月現在、日本社会福祉学会の会員であることが前提で

す。新規入会される場合、2020 年 4 月 10 日（消印有効）までに入会申込書をご提出いただ

くと、審査を経て第 68 回（2020 年度）秋季大会での発表資格が生じます。 
会員の皆様のお知り合いに、発表を検討されていて、まだ入会されていない方がいらっし

ゃいましたら、上記締め切りをご周知いただけますよう、ご協力のほどよろしくお願い申し

上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本号ではまず、「中国社会学会社会福祉研究専門委員会 第 11 回年次大会」について、3 名

の会員から寄稿していただきました。本学会では国際交流を積極的に進めてきました。わが

国において、多様な福祉課題が深まりを見せて、厳しい対応を迫られています。こうした状

況に対して研究の側から解決の方向を示すためには、調査による現状分析、事例検討、歴史

研究などいくつかの方法がありますが、今や欠かせなくなっているのは、国際的な視点での

研究であり、それを実践的に有用なものにするには、海外の研究成果に学ぶとともに、わが

国の研究成果を発信していくことが大切です。3 名の寄稿から、その手がかりが見出せれば

幸いです。 
クローズアップ「社会福祉学の未来への視座」は、早くも 5 回目となりました。今回は稲

沢公一会員に執筆していただきました。福祉課題の広がりは、一方で「そもそも社会福祉と

は何か」が曖昧になっている傾向があるように感じます。稲沢会員は「フィクション（仮構

世界）として作られた福祉」という、刺激的な提起をされています。社会福祉学が実践とし

ての学であるからこそ、理論をしっかりと構想することが研究者に求められることを痛感し

ます。 
2019 年は、台風による災害が深刻で、本学会大会の一部が台風で中止になりました。2020

年もさっそく異様な暖冬で、スキー場が雪不足で営業できないなど、生活に困る人も出てい

ます。さらに、この編集後記を書いているときに、新型肺炎が急速に広がってきました。環

境問題にしても疾病にしても、社会福祉学が受け止めていく課題でもあります。生活を脅か

す諸問題にどう向き合うのか、本学会がどういう役割を果たすべきか、「学会ニュース」も情

報発信をしていきたいと考えています。 
杉山 博昭（ノートルダム清心女子大学） 
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